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雪崩分科会レター 

 

 

 

北海道美瑛町の辺別川（べべつがわ）で発生した雪泥流のデブリ（2018 年 3 月 14 日撮影） 

 

2018 年 3 月 8～9 日の大雨と融雪のため北海道では広い範囲で多くの被害が出た．その中

で北海道美瑛町の辺別川では，雪泥流が 9 日 12 時半頃に発生し，護岸工事をしていた作業

員 1 名が犠牲になった．写真は災害現場周辺のデブリの状況．数十センチメートルから数メ

ートル程度の大きさの積雪や氷のブロックが多数含まれている．  

（写真・文：河島克久（新潟大学災害・復興科学研究所）） 

2018 年 3 月 31 日発行 



 

（公社）日本雪氷学会 雪崩分科会 
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巻 頭 言 

 
（公益社団法人）日本雪氷学会 雪崩分科会 

会長  上石勲 

 

2017 年 3 月 27 日の栃木県那須町の雪崩事故は、雪崩を研究してきた私には非常に衝撃的

な出来事でした。若くて前途のある子供さんを亡くされたご遺族の方のお気持ちを察すると

非常に心苦しく、同じ高校生の子供を持つ身にとってなんともいたたまれない思いがありま

す。4 年前の南岸低気圧の大雪では雪崩が頻発し、低気圧による降雪が雪崩を起こしやすい

ことを、もっと広く周知していればよかった、なぜこの事故を防げなかったという自問自答

を繰り返し、二度とこのような事故を起こさないことが、雪崩研究者の役割であると再認識

いたしました。関係者の皆さんの協力で突発災害の調査報告書が間もなく出されますが、今

後も長く事故防止のための活動は続けていきたいと思います。この事故をきっかけに、長野

県大町岳陽高等学校山岳部顧問で、国立登山研修所専門調査委員の大西浩先生と宇都宮大学

近藤伸也先生らと協力し昨年 12 月から今年 2 月にかけて、福島県、宮城県、長野県、三重

県、新潟県、秋田県、群馬県において、高校登山部顧問や生徒を対象に、雪崩に関する教育

活動も行ってきました。そこでは、今回の雪崩の原因となった低気圧性の崩れやすい降雪の

影響なども強調してきました。新潟県の講習では、雪氷防災研究センターが現地研修会場と

なり、新潟県内の高校登山部顧問と生徒さん約 150 名が参加して、雪の性質や弱層テストな

どについて学習していただき、雪崩回避の判断能力向上を目的とした演習も行いました。今

後もこのような活動を通じて事故防止につなげられたらと思います。 

雪氷防災研で実施した高校登山部顧問、生徒さんを対象とした雪崩講習会 

2018 年冬期は各地で大雪となり、雪崩による道路の通行障害も発生しました。福井県の

山間部では、2 月に大規模な表層雪崩が発生し、県管理の道路が一部埋まりました。この雪

崩は、流下距離約 2km で、走路の樹木を多数倒しスノーシェッドの上部を通過して、さら

に道路下のダム湖の上を流下して、対岸まで駆け上がっていました。3 月には同じ斜面で、

湿雪系の雪崩が発生し、道路を再び埋めています。岐阜県山間部でも同時期に大規模な全層
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雪崩が発生しています。2 月の大量降雪、3 月は大雪後の急激な温度上昇が雪崩発生の原因

となっています。 

  

今冬 2 月に福井県で発生した大規模表層雪崩と 3 月に岐阜県で発生した全層雪崩 

雪崩分科会長の任期は 2018 年 9 月に北海道で開催される雪崩分科会総会までとなりま

す。若い雪崩分科会員の増強など、いろいろな課題がありながら、分科会長としてなにもで

きなかったこと申し訳ございませんでした。今後も新しい雪崩分科会長をご支援頂き、雪崩

分科会のさらなる活発な活動にご協力いただければ幸いです。 
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■ 第 28 回雪崩対策の基礎技術研修会 開催報告 

 
町田 敬 (町田建設株式会社) 

 

 2018 年 1 月 18 日(木)〜19 日(金)に，新潟県湯沢町において第 28 回雪崩対策の基礎技術研

修会が開催されました．雪崩による事故災害防止のため公益社団法人日本雪氷学会が主催し，

雪崩対策の基礎技術について研修を行うものです．今回の受講者は 31 名で，高速道路や県道

の管理者，土木・建設・電力・気象に関わる民間企業，観光関係企業からの参加がありまし

た． 

 本研修会においては，土木学会 CPD プログラム 11.5 単位と全国土木施工管理技師会 CPDS

プログラム 11.0unit に加え，今年度から新たに気象予報士会 CPD10.5 単位の認定を受け，希

望する受講者に受講証明書を発行しました．土木学会 CPD に認定を希望する方が 9 名，CPDS

の認定を希望する方が 5 名，気象予報士会 CPD を希望する方が 2 名となり，当研修会への技

術者の参加に対する効果が認められました． 

 研修会の 1 日目に湯沢カルチャーセンターで講義を行い，2 日目に 2 班に分かれて屋外研

修を行いました． 

 1 日目の講義は，「降・積雪と雪崩の発生」「積雪断面観測法」「雪崩予測技術」「雪崩対策

工の調査・計画・設計」「雪崩危険斜面の判定・雪崩管理の実態」「雪崩発生時の初動対応」

で，最新の事例も交え基礎から応用にわたる内容となりました． 

 2 日目の屋外研修の「積雪観測法実習」では，積雪層構造や雪質，粒度の見方，測定器の使

い方の実習を行いました．「雪崩発生時の初動実習」では，斜面立ち入り前の安全確認方法や

ビーコン，ゾンデ，スコップを駆使した捜索の初動の実習を行いました．「雪崩危険斜面の判

定，雪崩管理の現地実習」ではバスで国道 17 号三国峠へ移動して，雪崩危険性の判定に関す

る講習や雪崩対策工，斜面での雪処理方法を見学しました．実習の最後に，湯沢カルチャー

センターで修了試験を行い，全員合格し修了証の授与が行なわれました． 

  

図１ 初日の講義の様子 図２ 積雪観測実習の様子 
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図３ 雪崩発生時の初動実習の様子 
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■ 2017 年度雪崩分科会例会報告 
 

2017 年度 日本雪氷学会雪崩分科会・日本雪工学会雪崩防災委員会合同分科会ならびに

2017 年度雪崩分科会総会が雪氷研究大会（2017・十日町）開催期間中の 2017 年 9 月 25 日

16:30～18:00 にクロステン 2 階中ホール（B 会場）において開催された。合同分科会及び総

会の参加者は 44 名であった。 

 合同分科会では，話題提供としてカナダ雪崩協会の藤村知明氏が「Land of Thundering Snow：

カナダにおける雪崩バーチャル博物館による雪崩教育と啓蒙活動」を，新潟県の吉田あみ氏

が「新潟県内における雪・雪崩対策」を報告した。なお藤村氏が発表した講演内容を次ペー

ジで掲載する。 

また，総会では 2016 年度事業報告，会計報告，監査報告が行われ，承諾された。引き続き

2017 年度事業計画案，会計計画案，雪崩分科会会費徴収の廃止に関わる内規の改定提案が示

され，異議なく了承された。 
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日本人犠牲者を含むカナダの雪崩バーチャル博物館によるアウトリーチ雪崩教育 

 

藤村知明 

（雪氷学会正会員・日本イカール委員・カナダ雪崩協会プロフェッショナルメンバー 

・カナダ山岳ガイド協会アプレンタススキーガイド） 

 

1910 年（明治 43 年）3 月 4 日、日本人鉄道工夫 32 名を含む 58 名がグレーシャー国立公

園のロジャーズ峠で起きた雪崩災害事故で亡くなられました（図 1）。この雪崩災害事故は、

カナダ史上犠牲者が最多でかつ日本人が巻き込まれたことから、2009 年、カナダ・ブリティ

ッシュ・コロンビア州レベルストーク市にて 1910 Rogers Pass Snow Slide Commemoration 

Committee（ロジャーズ・パス雪崩事故 100 周忌記念祭実行委員会）が Parks Canada（カナダ

国立公園）、Canadian Avalanche Association（カナダ雪崩協会）、Avalanche Canada（旧名：カナ

ダ雪崩センター）、Revelstoke Museum & Archive（レベルストーク資料博物館）、Revelstoke 

Railway Museum（レベルストーク鉄道博物館）を中心に発足されました。この実行委員会か

ら雪崩に携わっている私に対し、ボランティアでの参加を要請し、私が日本人犠牲者の調査

を進めました。調査の当初、雪氷学会の和泉薫氏のお力添えを頂き、そして当時、バンクー

バーで発刊されておりました大陸日報と呼ばれる日本語新聞の記事や六本木にあります外務

省外交資料館より、犠牲者の詳細や埋没場所、そして数名のご遺族の所在が分かりまた。そ

して、2010 年 3 月 4 日、8 月 14 日、そして 8 月 15 日レベルストーク、バンクーバー、そし

てグレーシャー国立公園にて 100 周忌記念祭が営まわれました。 

 

 
図 1 1910 年 3 月 4 日ロジャーズ峠でのカナダ雪崩史上最大人

数 58 名を亡くした紹介（日本人 32 名） 
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この行事をきっかけに、レベルストーク資料博物館はカナダのバーチャル博物館から基金

を授与し、過去 2 世紀のカナダ全国の雪崩死亡事故を調査し（図 2）、それらの情報をカナダ

全国地図に位置付けし（図 3）、インターネット上でカナダの公用語であるフランス語と英語

で紹介することにより、いかに雪崩自然災害がカナダの冬季生活、雪崩教育、雪崩リスクマ

ネジメント、雪崩レスキューが変わり、発展してきているかを啓蒙していこう、いわゆるア

ウトリーチ雪崩教育（図 4）を考えたサイト「Land of Thundering Snow」が 2015 年に開設さ

れました。このプロジェクトで新たに分かったことは 1908 年、1915 年、1936 年、1948 年の

雪崩事故には日本人が巻き込まれ犠牲者になったことです。カナダではいかに昔から日本人

が雪崩事故に関わり、カナダの雪崩歴史に刻まれ、今日のカナダが雪崩先進国の一部である

ことを十日町雪氷研究会で発表させて頂きました。 

カナダの雪崩事故歴史を基盤に、アウトリーチ雪崩教育、雪崩の基本的構造、雪崩の対策、

雪崩危険から安全対策、山岳生態系の自然サイクルを紹介し、「雪崩とは」を知って頂くサイ

トとして世界に発信しております。このサイト構築の経緯を日本で発表することにより、少

しでも日本の雪崩啓蒙や雪崩教育に役に立って頂けることを願っております。 

 

 

図 2 カナダ雪崩死亡事故詳細リスト （1782 年 – 現在） 

 



8 
 
 
 

 
図 3 カナダ雪崩死亡事故地図（1782 年—現在） 

 

  

図 4 アウトリーチ雪崩教育サイトより、小学校 4 年から高校生 3 年生までの雪崩カリ

キュラムを紹介 
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■ 雪崩分科会役員 

会 長 上石   勲 国立研究開発法人防災科学技術研究所雪氷防災研究センター 

副会長 和泉  薫 新潟大学名誉教授 

副会長 尾関 俊浩 北海道教育大学札幌校 

幹事長 中村 一樹 
国立研究開発法人防災科学技術研究所 

気象災害軽減イノベーションセンター 

監 事 荒川 逸人 野外科学株式会社 

幹 事（企画） 山口  悟 国立研究開発法人防災科学技術研究所雪氷防災研究センター 

幹 事（会計） 平島 寛行 国立研究開発法人防災科学技術研究所雪氷防災研究センター 

幹 事（企画） 飯田  肇 立山カルデラ砂防博物館 

幹 事（企画） 中山 健生 日本勤労者山岳連盟 

幹 事（企画） 町田  誠 町田建設株式会社 

幹 事（企画） 鎌田  慈 公益財団法人鉄道総合技術研究所 

幹 事（企画） 原田 裕介 国立研究開発法人 土木研究所 寒地土木研究所 

幹 事（企画）（ホームページ） 川島 由載 株式会社ドーコン 交通事業本部 防災保全部 

幹 事（研究会）（ホームページ） 町田  敬 町田建設株式会社 

幹 事（研究会） 河島 克久 新潟大学災害・復興科学研究所 

幹 事（編集） 竹内 由香里 森林総合研究所十日町試験地 

幹 事（編集）（ホームページ） 小田 憲一 日本大学理工学部 

幹 事（メーリングリスト） 松下 拓樹 土木研究所雪崩・地すべり研究センター 

幹 事（メーリングリスト） 伊藤 陽一 国立研究開発法人防災科学技術研究所雪氷防災研究センター 

顧 問 遠藤 八十一 国際雪形研究会 

顧 問 若林 隆三 アルプス雪崩研究所 

雪崩分科会ホームページ      http://www.seppyo.org/sig/nadare 

事務局  ：防災科学技術研究所気象災害軽減イノベーションセンター 
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